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１．沖縄公庫の出資制度について

産業基盤整備事業 リーディング産業支援

運用開始 昭和53年度 平成26年度 平成14年度

① 沖縄における新たな事業の創出を促進するも

のであって、沖縄の産業の振興に寄与するもので
あること

② 当該出資に係る配当の支払を可能とする利益
の発生が見込まれること

相手方

沖縄において
① 新たに事業を開始しようとする者
② 事業を開始した日以後5年を経過していない者
③ 新たな事業分野の開拓を行う者

限度額 沖縄における新事業に必要な資本の額の5割以内

出資手続

新事業創出促進出資評価委員会による事業可

能性評価が必要
主務大臣の認可は不要

根拠法令 沖縄振興特別措置法

出資の
基準

① 沖縄における産業の振興開発に寄与する事業であって、沖縄

の産業の振興開発上特に必要なものであること
⇒【政策性】

② 一般の金融又は出資を受けることが困難なものであること

⇒【民業補完】

③ 本出資によって民間投資の導入が促進されると認められること
 ⇒【呼び水効果】

企業等に対する出資 （財源：産業投資出資金） 新事業創出促進出資
 （財源：一般会計出資金）

沖縄において
① 産業の振興開発に寄与する事業を営む者
② 沖縄において営まれる産業の振興開発に寄与する事業に必要
な長期資金の供給を行う者
③ ①又は②かつ、原則として、公庫の行う出資の額と併せてその
資本の額が1億円以上のもの。

沖縄における産業の振興開発に寄与する事業に必要な資本の額
の5割以内

主務大臣の認可が必要

沖縄振興開発金融公庫法
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２．リーディング産業支援出資と新事業創出促進出資の役割分担

成長期
成熟期

（研究開発） （試作品開発・完成） （事業化） （収益化）

出融資
制度

ライフ
ステージ

リーディング産業支援出資

新事業創出促進出資

融資（産発、生業、中小、農林、生活衛生）

資本性ローン（中小等）

創業期

リスクの度合い 収益の蓋然性
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３-１．企業等に対する出資（出資対象分野の拡充）

出資対象分野の拡大（H26.4） ： 従来の基盤整備事業に加えて、リーディング産業に関連する民間企業への出資を拡充

沖縄21世紀ビジョン基本計画 第２章 基本方向 ⇒ ４ 将来像の実現と固有課題の克服に向けた施策展開の枠組み ⇒

⑸ リーディング産業と地場産業が好循環構造をもつ経済の構築

成長のエンジンである移出型産業と成長の翼である域内産業が相互に連携・補完しあいながら地域経済全体が発展する好循環構造を創出
するため、リーディング産業である観光リゾート産業については、世界水準の観光リゾート地として、また、情報通信関連産業については、我が
国とアジアを結ぶＩＴブリッジの拠点として、国内外に評価されるよう、産業の量的拡大と高付加価値化に戦略的に取り組みます。
国際物流機能を活用した臨空・臨港型産業については、新たなリーディング産業として位置付け、電子機器類の加工等を行うリペアセンターや

商品の保管・流通拠点等の集積に向けたソフト・ハードの両面から施策を展開します。
さらに、次世代リーディング産業を創造するため、文化、スポーツ、長寿・健康、自然環境、科学技術、亜熱帯生物資源など沖縄の持つソフト

パワーや優位性を最大限に発揮した新商品・サービスの開発及びフロンティア型ビジネスの創出に向けた施策を積極的に推進するほか、海洋
産業の創出を視野に入れた戦略的な取組を展開します。
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３-２．企業等に対する出資 （出資事例）

産業基盤整備事業


年 度
（初回）

出 資 先 名 事 業 内 容 出資金額
（百万円）

1 平 26 ザ・テラスホテルズ㈱ ホテル業 ５００

2 26 ㈱南都 公園業（テーマパーク） ３００

3 27 タピック沖縄 ホテル業 ２００

4 27 レキオスソフト㈱ ソフトウェア開発業 １００

5 27 ㈱レキサス ソフトウェア開発業 ８０

6 28 宮平観光㈱ ホテル業 ８０

7 28 ㈱千代田ブライダルハウス 写真業・結婚式場業（リゾートウェディング等） ６０

8 29 琉球インタラクティブ㈱ ソフトウェア開発業 ５０

平成30年3月末残高 １，３７０

リーディング産業支援


年 度
（初回）

出 資 先 名 事 業 内 容 出資金額
（百万円）

1 昭 53 宮古空港ターミナル㈱ 空港ターミナルビルの管理運営 ３７０

2 54 沖縄県離島海運振興㈱ 離島就航船の建造・貸渡 １２０

3 58 ㈱宮古食肉センター 食肉処理加工施設の運営 ３０

4 平 3 久茂地都市開発㈱ 市街地再開発ビルの管理運営 １００

5 4 泊ふ頭開発㈱ 港湾旅客ターミナルビルの管理運営 ３００

6 8 ㈱沖縄県物産公社 沖縄特産品パイロットショップの運営 ５０

7 9 沖縄都市モノレール㈱ 都市モノレール事業の運営 １,０００

8 20 石垣空港ターミナル㈱ 空港ターミナルビルの管理運営 ５３０

9 21 那覇空港貨物ターミナル㈱ 空港貨物ターミナルビルの管理運営 ２０５

10 23 那覇空港ビルディング㈱ 空港ターミナルビルの管理運営 ５２７

11 26 沖縄県環境整備センター㈱ 産業廃棄物最終処分場の管理運営 ３００

12 28 浦添スマートシティ基盤整備㈱ スマートシティ企画投資事業 １９０

平成30年3月末残高 ３,７２２
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３-３．企業等に対する出資（リーディング産業支援出資）

㈱南都
～国内外の多様な観光ニーズに対応した施設整備を支援～
◆ 沖縄本島や石垣島にてテーマパーク等を運営する観光公園事業者である㈱南都に対して、
リーディング産業出資を実行しました。
◆ 同社が昭和47年に開設した「おきなわワールド 文化王国・玉泉洞」は、沖縄の自然と伝統
文化を体験できるテーマパークとして高い知名度を有するほか、鍾乳洞内にカフェを併設した
「ガンガラーの谷」等、合計５施設の運営を行っています。
◆「沖縄２１世紀ビジョン基本計画」では、世界水準の観光リゾート地の形成に向けて、沖縄
の自然や文化等の地域資源を活用した高付加価値型観光の戦略的な展開が謳われていま
す。同社の国内外の多様な観光ニーズに対応した観光施設整備の取組は、地域経済の活
性化に大きく貢献するものと期待されます。

（写真）おきなわワールド （写真）石垣島鍾乳洞

（写真）大石林山

（写真）ガンガラーの谷

石垣島サンセットビーチ文化王国・玉泉洞

プレスリリース時の様子（集合写真）

完成予想図及び建設中の建物外観（写真）

宮平観光㈱
～八重山地域の観光振興をリーディング産業出資及び民間金融機関との協調融資で支援～
◆ ホテル業を中心にリネンサービスや飲食業、マリンレジャー等、多様な事業展開を行っている宮
平観光㈱に対して、離島初のリーディング産業育成出資のほか、沖縄観光リゾート産業振興貸
付によるホテル棟建設資金の融資を実行しました。
◆ 平成28年6月に国土交通大臣が認定した『「Be．Okinawa琉球列島周遊ルート」形成計
画』では、石垣港を主要ゲートウェイ施設の一つとして外国人受入環境整備等を推進することと
されております。
◆ 同社の取組は、離島観光の拠点である石垣港周辺における魅力ある受入（宿泊）施設の整
備及び着地型観光プログラムの開発を促進するものとして、離島の特色を生かした観光振興に
大きく貢献するものと期待されます。
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４-１．新事業創出促進出資（事業の概要）

株式公開
等

ベンチャー企業の成長ステージ

ﾚｲﾀｰ期ｼｰﾄﾞ期

創業期 成長期 成熟期

ｱｰﾘｰ期 ﾐﾄﾞﾙ期

出資・助言

【業務内容】
・立ち上がり時期にあって、資金調達手段の限られるベンチャー

企業等に対して、出資により資金供給。
・ 出資後については、株主として出資先企業の財務面、マー

ケティング面等につき、専門的観点から助言・指導等を実施、
経営安定化を支援。

・支援機関、研究機関、民間金融機関等との連携・協調による、
新規案件の発掘・紹介、協調出資、フォローアップ。

【制度の概要】

    ○沖縄における新事業の創出を促進するものであり、産業振興に寄与するもの

　  ○配当の支払いを可能とする利益の発生が見込まれること

 沖縄において

　  ・新たに事業を開始しようとする者

　  ・事業を開始した日以後5年を経過していない者

　  ・（既に別事業を行っており、）新たな事業分野を開拓する者

出資の限度額  新事業に必要な資本の額の50％以内

出資の方法  株式取得の方法等による

 公庫の特例業務、且つベンチャー企業等への直接投資につき、一般勘定と区分経理

 (米穀資金・新事業創出促進特別勘定)

出資の基準

出資対象の要件

区分経理
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４-２．新事業創出促進出資（実績の概要）

(1) 出資累計（平成14年度～29年度）
・61社（64件） ＜4件/年＞
・2,608百万円 ＜42.7百万円/社＞

・製造業 ⇒26社（43％）
独自素材活用（食品・化粧品・衣類関連）
技術・ノウハウ展開（機械・器具、環境素材）

・情報関連 ⇒17社（28％）
ソフトウエア開発（企業・団体向け）
蓄積データデータ活用（小売・観光消費・健康）、
セキュリティ関連など

・卸・小売、その他 ⇒18社（29％）
特産品等販売、興行、コンサルティング、
医療・健康関連サービスなど

（2）出資残高（平成30年3月末現在）

・41社（44件)、1,942百万円

年度別出資実績
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４-３．新事業創出促進出資（最近の出資事例）

８

㈱Ｐａｙｋｅ
◆出資日：平成29年6月6日
◆出資額：110,000千円
◆業務内容：外国人観光客向けサービスを活用した

ビッグデータの整備を支援

・インバウンド向け購買サポートサービスを展開する企業。
・当社が開発したアプリ「Payke」をダウンロードしたスマホで商品バーコードを読み取ることで商品情報を多言語表示。
・同サービスの活用により、商品メーカー側はパッケージを変更することなく商品情報の多言語伝達が可能となる。
・また、売り場に専用タブレットを設置することで、アプリをダウンロードしていないインバウンドにも商品情報の多言語発信が可能。
・今後県内外のメーカー・小売業者双方にとって、さらなる商品販売の機会創出が期待される。

クロスポイント・コンサルティングﾞ㈱
◆出資日：平成30年3月28日
◆出資額：20,000千円
◆業務内容：公共施設等管理システムを活用した

ビッグデータの整備を支援

・地方自治体向けに、公立学校・道路・トンネルといった公共施設等の管理に必要なシステムを開発・販売する企業。
・当社が独自に開発した公共施設等管理システム（名称：CrossPoint FM）は、公共施設等の関連情報をデータベース化。
・施設カルテの作成、維持・更新に伴う予算策定業務等、公共施設等管理に必要な業務を一元的に行うことができる点が特長。
・将来的にはビッグデータとしてクラウド上に整備し、可能な限りオープン化することで、施設管理における民間企業の参入や地域住民
への情報公開への促進等が期待される。


